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九 日 町 通 り

大

橋
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橋

かつて夏目漱石は、生徒が「I LOVE YOU」

の一文を「我君を愛す」と訳したのを聞き、

日本人はそんなことは言わない。「月がき

れいですね」とでも言っておきなさい、とア

ドバイスしたと言われています。言葉の裏

に隠された奥ゆかしさは、日本語の魅力の

一部です。現代ではストレートに感情を表

現する人が増えてきたかもしれませんが、言

葉を慎む文化や空気を読むことが重視され

る日本。向かい合って未来を語り合いなが

ら、こんな素敵な言葉を交わすことができ

たらいいですね。＜K.T＞

10月9日／おくんち祭

7月9日／新町みんなの家落成式

7月17日／
さくら会との意見交換会

7月17日／
渕上憲男氏瑞宝双光章受章祝賀会

7月25日／
別府靖彦氏旭日双光章受賞祝賀会

8月5日／
議員インターンシップの受入

10月7日／人吉市戦没者追悼式 10月4日／人吉中央ロータリークラブ卓話

9月17日／国宝青井阿蘇神社奉納
兵法タイ捨流450周年記念・古武道演武大会

7月17日／若手農家との意見交換会

　

九
月
定
例
県
議
会
は
九
月
十
三
日
に
開
会

し
十
月
六
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
今
定
例
会

で
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者

支
援
・
事
業
者
へ
の
支
援
約
五
十
五
億
円
、

県
経
済
や
県
民
生
活
の
回
復
の
た
め
の
事
業

約
五
億
円
、
感
染
症
対
策
に
係
る
事
業
約
十

六
億
円
、
災
害
関
連
事
業
約
百
四
十
二
億
円
、

そ
の
他
約
三
十
五
億
円
、
追
加
提
案
分
と
し

て
豚
熱
対
策
、
赤
潮
被
害
等
を
受
け
た
養
殖

業
者
へ
の
支
援
等
、
約
十
八
億
円
を
合
わ
せ

て
計
二
百
七
十
億
円
の
増
額
補
正
が
提
案
さ

れ
、
結
果
的
に
は
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承

認
さ
れ
、
補
正
後
の
件
予
算
額
は
約
九
千
五

百
五
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
代
表
質
問
等
で
議
論
さ
れ
た
主
な
も

の
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
関
係
で
は
、
道
路
等
の
社
会
資

本
整
備
に
向
け
た
取
組
、
県
内
地
場
中
小
企

業
へ
の
支
援
、
出
向
者
等
へ
の
対
応
、
地
下

水
涵
養
や
排
水
対
策
、
環
境
保
全
対
策
に
つ

い
て
。

・
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
防
災
関
係
で

は
、
令
和
五
年
梅
雨
前
線
豪
雨
等
に
よ
る
災

害
対
応
、
令
和
二
年
七
月
豪
雨
か
ら
の
創
造

も
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
な
り
わ
い

再
建
補
助
金
を
活
用
し
て
事
業
を
再
開
さ
れ

た
と
こ
ろ
も
多
数
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え

コ
ロ
ナ
の
五
類
移
行
も
あ
り
、
地
域
の
祭
や

行
事
等
が
復
活
さ
れ
、
賑
わ
い
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
特
に
今
年
の
お
く
ん
ち
祭

り
は
子
供
神
輿
、
大
人
神
輿
、
行
列
の
供
奉

者
の
中
に
も
多
く
の
青
少
年
や
若
者
の
姿
が

目
立
ち
、
神
社
境
内
で
も
参
拝
や
屋
台
で
の

飲
食
を
楽
し
む
子
供
達
の
笑
顔
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。

　

我
々
、
大
人
の
役
目
は
、
今
も
大
事
だ
け

ど
、
次
の
世
代
の
た
め
に
今
何
を
な
す
べ
き

な
の
か
を
よ
く
考
え
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
子
供
達
に
恥
ず
か
し
く
な
い
生
き

方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
改
め
て
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
県

政
発
展
の
た
め
、
地
元
人
吉
球
磨
の
復
興
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

的
復
興
、
新
た
な
流
水
型
ダ
ム
、
県
の
国
土

強
靱
化
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
。

・
農
林
水
産
関
係
で
は
、
食
料
危
機
へ
の
対

応
、
食
料
安
全
保
障
、
食
料
自
給
率
向
上
に

向
け
た
生
産
振
興
、
鳥
獣
害
対
策
の
持
続
性

を
高
め
る
施
策
、
木
材
の
利
用
促
進
、
赤
潮

被
害
対
策
な
ど
に
つ
い
て
。

・
教
育
関
係
で
は
、
い
じ
め
調
査
報
告
書
の

対
応
、
不
登
校
増
加
対
策
、
教
職
員
の
労
働

環
境
、
教
員
の
長
時
間
労
働
の
改
善
、
不
足

す
る
教
育
現
場
、
県
育
英
資
金
の
現
状
と
今

後
の
在
り
方
、
県
立
高
校
の
魅
力
化
と
定
員

管
理
な
ど
に
つ
い
て
。

・
そ
の
他
、
旅
行
助
成
事
業
「
く
ま
も
と
再

発
見
の
旅
」
、
新
大
空
港
構
想
、
空
港
ア
ク

セ
ス
鉄
道
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
小
企
業
支
援
、

水
俣
病
問
題
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
の
在

り
方
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
の
機
運
醸

成
、
熊
本
労
災
病
院
産
科
休
止
に
伴
う
対
応

な
ど
に
つ
い
て
幅
広
い
範
囲
で
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
人
吉
球
磨
に
目
を
転
じ
る
と
、
令

和
二
年
豪
雨
被
災
地
域
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

く
ま
も
と
行
く
モ
ン
旅
割
の
お
陰
で
観
光
客

保
守
と
進
取
の
精
神
で

　
　
　
　

新
た
な
ま
ち
を
創
る

〜
守
る
べ
き
も
の
は
守
り
、変
え
る
べ
き
は
変
え
る
〜



※以下の動画は、誰でも分かりやすく理解できるよう「緑の流域治水」の取組みが
　まとめられています。是非、ご覧ください。

　ダムからの放流水の勢いを弱めるための「副ダム」について、設置しない場合でも、放流水の流速に明確
な差がないことが確認できたことから、「副ダム」を設置しない構造にするなど、より自然の環境に近い構
造に向けた検討が進められています。

　今後、更に検討委員会の審議を重ね、国において、環境影響評価の結果等を示す環境影響評価準備レポー
トが公表され、関係市町村で説明会等が開催される予定です。

【第９回流水型ダム環境保全対策検討委員会（R5.10.10）資料抜粋・一部加工】

「緑の流域治水」の主な取組状況
【新たな流水型ダムの進捗状況】

＜ダムの施設等設計の検討状況（一例）＞

　８月、９月に続き、１０月１０日に、国の「第９回流水型ダム環境保全対策検討委員会（以下
「検討委員会」）」が開催され、ダムの施設等設計や試験湛水手法の工夫、環境影響評価（案）に
ついて審議されました。

【“緑の流域治水”の見える化（出前授業）】

《 活 動 報 告 》

　「緑の流域治水」を広く住民の皆様に理解をいただき、
流域全体での取組みにつなげていくため、小中学校や高
校などへの出前授業を実施しています。人吉市では、６
月の第一中学校、７月の人吉東小学校に続き、９月２８
日には、人吉高校の１年生全員（２７０名）と教職員を
対象とした出前授業が実施されました。
　生徒からは、「球磨川流域の地形や地域の特徴を学ぶ
ことが出来た」「雨庭など、自分たちにできる対策から
取り組みたい」などの感想がありました。

副ダム 副ダムなし

【球磨川水系の治水対策の進捗状況】
　８月２６日に相良村柳瀬地区で球磨川水系で初となる「遊水地事業」が着工され、９月１０日には
球磨村渡地区で「引堤事業」が着工されました。
　また、球磨村神瀬地区に続き、８月２６日に芦北町、９月１０日には八代市坂本町において、「宅地
かさ上げ事業」や「輪中堤事業」が順次着工さるなど、着実に球磨川流域の安全・安心の確保に向けた
対策が進んでいます。

相良村柳瀬地区遊水地事業予定地

人吉高校での出前授業の様子

球磨村渡地区引堤事業予定地

青井阿蘇神社に世界的な建築家である隈研吾氏が設計した「青井の
杜国宝記念館」が完成しました。これからの時代を見守る復興のシン
ボルがいよいよ11月にグランドオープンになります。皆さんぜひ足を
お運び下さい。

国 宝 記 念 館 落 成 式

一般社団法人フミダスが企画・運営する「人吉球磨復興 高校生インター
ンシッププログラム」のトークライブに登壇しました。このプログラムは人
吉球磨４高校の生徒が地元の企業に訪問し高校生の目線で企業の課題
解決を提案するものです。これからの時代を担う若者を地域で育ててい
くことが重要であり、若者目線でのまちづくりにも取り組んでいきます。

人吉球磨復興 高校生インターンシッププログラム


